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提案者 東京慈恵会医科大学、株式会社アルム、株式会社フィリップス・ジャパン

対象分野 医療・福祉

実施地域 東京都港区（東京慈恵会医科大学附属病院 入院患者向け臨床試験）

事業概要

脳卒中疾患は、死亡原因4位、寝たきりの原因1位であり今後の高齢化社会の日本において、患者数の増加は間違
いない中、東京都は脳卒中による死亡人数が全国最多（2016年8719名）であり予防の取り組みが必須である。

脳卒中の原因となる不整脈、高血圧、歯周病菌の発生を２つのIoT（血圧測定ウェアラブルデバイスと口腔ケア歯ブ
ラシIoT）から得られるモニターリング情報からAI予防処置（心電図診断、薬物治療、手術、口腔ケア）に繋げて課題
を解決する。

脳卒中は、10年以内に51.3％
が再発するとされ、不整脈・高
血圧治療や口腔ケア等の予
防処置によりリスク低減するこ
との有用性が報告されている

脳卒中予防として、不整脈・高
血圧治療や口腔ケア等の予防
処置により、発症リスク低減を
おこなう。

慈恵医大の脳卒中入院患者に
口腔ケアIoTの臨床試験を行い、
口腔ケアを行った患者の歯周
病菌数を52％減少させた

IoTから血圧等のAIモニターリン
グを行い、脳卒中リスクとなる
血圧上昇を28%削減するととも
に、家庭での不整脈（不規則脈
波）の顕在化を行った

不整脈や高血圧病から血栓を
生成する心原性脳塞栓症が
脳卒中の２１．８％にあたり都
内に脳卒中予備軍である高血
圧患者が国内最多の66000人

介護施設・在宅医療
介護でのサービス提供

口腔ケア状
況・磨き残し

PHR血圧・脈
波・脈拍

IoTデバイスとパーソナルヘルスレコード（PHR）スマホアプリ

医療・ヘルスデータ収集基盤（AIモニターリング）

東京都は脳卒中の発症と相
関がある歯周病患者数が
46000人であり、脳卒中患者
数と共に国内最大規模である

歯周病患者の減少

不整脈・高血圧発症の減少

脳卒中予防

歯周病患者の減少

不整脈・高血圧発症の減少

脳卒中予防

地域課題（問題点） 地域課題解決に資するIoTサービス 実証成果（KPI）

リストバンド型
ウェアラブル口腔ケア

歯ブラシIoT

データ連携

データ収集

介護士・看護師・歯科医・歯科衛生士等

IoT＋モニターリングの
AI脳卒中予防サービス
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歯周病と脳卒中の関係性について

慢性の弱い炎症は、アテローム性動脈硬化症の重要な要因

歯周病による慢性炎症
機序1：細菌が直接循環器系組織に影響し， 循環器疾患の発症や進行を促進する

歯周病に罹患した患者の歯周組織では上皮 の連続性が部分的に破壊され，歯周ポケット内に微
小な潰瘍が存在するようになる。潰瘍化した上皮層はLPSなどの細菌由来の病原因子が体内に侵
するためのルートとなり，体内に侵入した抗原により免疫反応が惹起される。

機序2：全身的な炎症反応が歯周病と循環器疾患を結びつける
歯周病に罹患している患者では，血中のCRPなど炎症性メディエーターが増加しており，全身的な

炎症反応が惹起されている。全身的な炎症反応，すなわち炎症性細胞の増加や活性化，炎症性メ
ディエーターによる情報伝 達の亢進が循環器疾患を促進する可能性が考えられている。さらに，分
子擬態という新しいメカニズムとして、主要な歯周病原細菌である P. gingivalis等の細菌を排除する

ために活性化された免疫システムが自己組織の持続的破壊を誘発している可能性が指摘されてい
る。

アテローム性動脈硬化症などにより、血液の流れが悪くなると、血管が詰まったり、

破裂したりする ⇒ 脳卒中
（その他、全身性疾患にも歯周病の関連があると言われている）

上の説明：和泉 雄一ほか．歯周病と脳卒中の関連．脳卒中36: 374–377, 2014を元に記載

左図：日本臨床歯周病学会ホームページより引用
http://www.jacp.net/perio/effect/
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 実証地域の基本情報

地域名：東京都（全域）
地域特性：平成29年の東京都人口動態統計では、約9千人
（人口10万人対67.2人）が脳血管疾患で死亡している。
（平成29年の患者数データは本年12月中旬に公表見込み）

（東京都産業労働局産業政策 統計･調査）

面積：2,193.96平方キロメートル
人口：13,754,043人
平成30年3月1日現在(総務局統計部)

実証地域（東京都）

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

慈恵医大病院
スマートフォンを病院で
いち早く導入し、病院ICT

で先進的に取り組む

東京都は脳卒中の患者数が全国一

脳卒中は一度起こすと再発率が格段に上昇するため、
適切な再発予防が必須

脳卒中患者数は増加傾向

複数の研究により、
歯周病と脳卒中との関連
が指摘されている※１

歯周病群で
2.63倍のリスク

歯周病と脳卒中との関連
メカニズムについては複
数の説がある※２

※１ Sfyroeras GS, et al. Association between periodontal disease and stroke. J Vasc Surg. 2012 
Apr;55(4):1178-84. 

※２ 和泉 雄一ほか．歯周病と脳卒中の関連．脳卒中36: 374–377, 2014
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 活用するデータと状況

センシング
対象

データの種類
データの
収集手法

データの量 データの活用方法と効果

脳卒中入院
患者

歯磨き回数・
時間、磨き残
し状態

○IoT電動歯ブラシか
らBluetooth機能で

スマホを経由しクラ
ウドにデータを飛ば
す。

○収集は歯磨き毎。

○収集期間は入院後
～退院後フォロー
アップ来院時まで。

入院日数7日、次回来院
が退院30日後とした場合、

1日3回×25名＝75回分
75回×37日＝2,625回分

○IoT歯ブラシを活用し、１日３回歯磨き回数・時間、磨き残し
状態のデータを収集。

○ウェアラブルデバイスにより取得された血圧・脈拍・脈波
データ及び電子カルテ情報と連携し、AI等を活用することで
適切な歯磨き指導を行い、歯周病菌の減少（50％）につな
げる。

○将来的には、歯周病菌数を有効に減少される歯磨き回数・
時間等を明確化する。

脳卒中入院
患者

血圧・脈波 ○IoT手首式血圧計
からBluetooth機能

でスマホを経由しク
ラウドにデータを飛
ばす。

○収集は測定毎。

○収集期間は入院後
～退院後フォロー
アップ来院時まで。

入院日数7日、次回来院
が退院30日後とした場合、

1日2回×50名＝100回
50回×37日＝3,700回分

○IoT手首式血圧計を活用し、１日２回血圧・脈波のデータを
収集。

○IoT歯ブラシで取得された歯磨き情報及び電子カルテ情報
と連携し、将来的にはAI等を活用し不整脈（不規則脈波）検

出や高血圧における血圧管理の実態把握、治療の専門医
療フローを明確化することで、不整脈・高血圧状態患者の
減少（30%）につなげる。

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業
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 実証地域の様子

デ
ー

タ
連

携

※データモニタリング管理画面（サンプル）

フィリップ
スサーバ

Mysos
サーバ

個人が管理する
データを

医療機関に提供

IoT電動歯ブラシをスマホと連携 血圧計をスマホと連携

歯磨き情報
・歯磨きを開始した時間
・実際に磨いた秒数
・磨き残し情報

・脈波
・血圧

ウェアラブルと
アプリの

データ連携前

ウェアラブルと
アプリの

データ連携後

ステークホルダー 血圧情報 歯磨き情報 医療情報 
（電子カルテ） 

神経内科医 ○（任意閲覧） － ○（任意閲覧） 
歯科医/歯科衛生士 － ○（任意閲覧） ○（任意閲覧） 
プラットフォーム管理業者 ◎（毎日確認） ◎（毎日確認） － 
全体管理者 ◎（毎日確認） ◎（毎日確認） － 

 

情報閲覧権限範囲

※次ページ参照

IoT歯ブラシ

Sonicare 血圧計 OMRON 
connect

磨き残し等が
表示される

血圧等が
表示される

MySOS

Team
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 Teamで取得するデータの詳細

正しい血圧測定に関
連する情報

歯磨き部位と時間、
磨き残しの程度に関
する情報

※アプリを使わずに磨くと
時刻と時間のみ取得
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 実証事業のながれ

脳卒中患者の来院（入院 又は 外来）

参加同意取得、歯周病菌検査①、群分け

スマホと連動する血圧計と電動歯ブラシ
を使用する“IoT群” 25例（入院：外来＝15：10）

単独で使用する血圧計、ふつうの歯磨きと
記録ノートを使用する“非IoT群” 25例（入院：外来＝10：15）

退院/外来後、自宅で1ヶ月間生活

1ヵ月後の再受診 歯周病菌検査②、デバイス回収
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 実証事業の成果

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

①歯周病菌数の減少： ②高血圧発症の減少：

※歯周病菌数平均の変化割合：基準時点での唾液1mLあたりの菌数で、参加者の平均値を100%としたときの変化割合

‐52%

IoT群では、在宅においても
継続して歯周病菌数が減少

入院中は口腔ケア指導で
両群ともに歯周病菌数が減少

IoT群では、血圧の上昇が
抑制される傾向

③不整脈の顕在化：

現状の診療実態と同様に手書きのノートを使用する
非IoT群では、不整脈（不規則脈波）についての記録
漏れが多くそもそも脈の乱れが顕在化していないこと
が明らかに。（回収したデバイスのメモリを調査）

28%
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 実証事業の成果

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

実証開始時 実証終了時

■気付き・課題（黒文字） ■解決策等（赤文字）

■対象者を選定するにあたって考慮すべき要素

（気付き）サービス実証対象者の選定にあたり、

脳卒中の病状と年齢を考慮して神経内科が判断
する方向で進めていたが、歯科との打ち合わせの
中で口腔環境も考慮した判断も必要となることが
判明（一見、普通の歯に見えても実は抜けやすい
等、電動歯ブラシを使う事で更にダメージを受けた
り抜けたりするリスクを失くす為）。
（解決策）脳卒中の症状と年齢のみならず、

口腔環境も併せて考慮した上でサービス実証の対
象者を選定した。

■コンソーシアム形式や複数の診療科で
実証を進める場合の情報共有について

（気付き）慈恵（先端医療情報技術研究部・歯科・
神経内科）・アルム社・フィリップス社で臨床試験を
進める中、それぞれ所属及び勤務地・勤務時間が
バラバラの状況において、エントリー候補の患者
が見つかった際等に一斉にコミュニーションを取る
必要性を感じた。

（解決策）時間的余裕の少ない医師に基準を合わ
せ、業務ツールとして使用されている医療関係者
間コミュニケーションアプリ「Join」（スマートフォン

用医療機器プログラム）にてグループチャットが出
来る体制を整え、自席にいない時でも関係者間で
コミュニケーションが取れるよう対応した。

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

入院時 退院時 1ヵ月後

歯周病菌数

-75%

-99%

右上 上前歯 左上 右下 下前歯 左下

Total

w eek 1

w eek 2

w eek 3

歯磨きエリアと磨き具合

●よく磨けている(60%以上)

▲部分的に磨けている(1%以上60%未満)

健康改善事例
50歳代、男性
脳梗塞で入院

■アンケートの正答率について

（気付き）IoTと非IoTの比較の中で、非IoT群には紙

で不整脈に関する記録をつけてもらうシーンが
あった。IoTでは一定の頻度で不整脈に関する
データが取得されていたが、非IoTでは不整脈に
関する記録がなかった。非IoTの測定器のメモリー

を調べたところ、不整脈検出に関する記録が残っ
ており、無関心層における紙での記録には限界が
あることが確認された。

（解決策）不整脈は脳卒中の原因となりえることか
ら、現状でも積極的に市民啓発が行われている。
診療においても指導を徹底するとともに、意識の
低い層に対してはIoT化された医療機器により自
動的にデータを取得することが有効と思われる。



10

 収益モデル

本成果物は、介護・看護者向けに提供するアルム社のモバイル地域包括ケアソリューションの「Team」の付加サービスとし
て展開する。「Team」は介護士・看護師あたり月6000円で提供されている。本サービスは、1要介護者あたり3万円／年
（2500円／月、税抜き）の付加サービスとして、7割の卸し価格にて提供する。介護士・看護師あたり約20人の要介護者を受
け持つことから、月当たり5万円、粗利益1.5万円の収益を新たに生むことができる。アルム社及びフィリップス社、3年のリー
ス契約にて提供することにより、１要介護者あたり3年分の利用料である9万円の内、卸し価格6.3万円を売上として計上し、
原価率30％であることから、約4.5万円を営業利益として計上することができる。

今後の取組

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

 展開シナリオ

アルム社のモバイル地域包括ケアソリューションの「Team」の付加サービスとして展開するため、「Team」の
販路を活用することができる。介護・看護サービス事業者は、通所リハビリテーションセンター、介護老人保健施
設、短期入所介護サービス、及び在宅訪問サービスをターゲットとする。

歯ブラシのIoT化によって磨き残し等の減少及び口腔環境の改善が期待され、介護サービスにおける付加価値と
して訴求が可能となる。また、IoTを使用した血圧モニタリングに関しても、本人又は介助者が継続的に血圧管理
に取り組んでいる指標として客観的に医療従事者が確認できるサービスである。要介護者の多くは高齢者であり、
公的な医療保険や介護保険はその財源管理を都道府県もしくは市町村で担っているため、本研究により臨床効果を
明確にすることにより、保険の支払い上メリットが出る自治体を通じての予算化なども期待できる。
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 実証事業の全体構造（ロジックツリー）

事業の目指す姿
「目指す姿」を実現
するための課題

モニタリングする指標
（KPI）

実証前の値
（測定年（月日））

現状の値
（測定年（月日））

実証終了時の値
（測定年（月日））課題ごとの解決策 評価方法

解決策の評価

※青色ボックスは当該コンソが実証事業を通して検討するべき項目

脳卒中疾患の予防
の実現

地域包括ケアとの連
携

患者の情報を地域で
共有し、異常が確認さ
れた場合には、アラー
トが鳴るよう設定※※

アラート通知の適切性

適切な時にアラートが通
知されるかの利用者に
よる評価
（５段階評価）

データ無し
（2018年7月）

データ取得中
（2018年11月）

必要な状況でのア
ラートがあった
（2019年2月）

脳卒中の原因とな
る不整脈・高血圧
患者の減少

血圧等のAIモニタリン
グの実施

不整脈・高血圧治療
や口腔ケア等の予防
処置の実施

脳卒中の再発率の低減 脳卒中の再発率
10年間再発率
51.3%（2018年7
月）

データ取得中
（2018年11月）

いずれも実証期間
中の再発は無かっ
た

不整脈の発症や血圧管
理状況の検知

不整脈・高血圧状態にあ
る管理が不十分な患者
の削減率

データ無し
（2018年7月）

データ取得中
（2018年11月）

十分な記録がない
ものの顕在化3割
（2019年2月）

脳卒中の原因となる
疾患の予防

口腔ケアの実施
口腔ケアを行った患者と
行わなかった患者の比
較

脳卒中の原因とな
る歯周病患者の
減少

口腔ケアを行った患者
の歯周病菌数の減少率

データ無し
（2018年7月）

データ取得中
（2018年11月）

52%の減少
（2019年2月）

不整脈患者の削減率
データ無し
（2018年7月）

データ取得中
（2018年11月）

これまで十分な記
録がつけられてな
いことが判明

高血圧患者の削減率
データ無し
（2018年7月）

データ取得中
（2018年11月）

78%で血圧低下
（2019年2月）

※※ 連続する高血圧や不整脈（不規則脈波）の検出時に医療機関に向けてアラートを通知する機能。
実際にサービスローンチして介護事業所に普及したときには介護事業所も通知対象となる。
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リファレンスモデル作成の目的
他事業者・地域の関係者が類似ビジネスに参入する際の参考とするため、
ビジネス及びシステムにおけるモデル（リファレンスモデル）を作成

ビジネスモデル
・読み手 ： 民間事業者（経営企画）・行政機関
・定義 ： ステイクホルダーと経営資源の関係性を示した図

システム
モデル

システム構成
モデル

・読み手 ： 民間事業者 （システム開発者、IoTデバイス開発者）
・定義 ： ステイクホルダーとデータの流れの全体を俯瞰した図

業務フロー
モデル

・読み手 ： 民間事業者 （システム開発者）
・ステイクホルダーの動作と、データの流れを時系列に示した図

リファレンスモデル 凡例

民間事業者
（身近なIoT事業における関係者）

事業者の役割

事業主体

※ボックスの左肩に付記

教育・研究機関
（身近なIoT事業における関係者）

教育・研究機関の役割

行政機関
（身近なIoT事業における関係者）

行政機関の役割

金融機関
（身近なIoT事業における関係者）

金融機関の役割

労働団体
（身近なIoT事業における関係者）

労働団体の役割

メディア
（身近なIoT事業における関係者）

メディアの役割

カネの流れ

モノ ・ サービスの流れ

データの流れ

ステイクホルダー 凡例
（事業主体・サービス利用者・産官学金労言） ビジネスモデル 凡例

サービス利用者
（身近なIoT事業における関係者）

サービス利用者の役割

システム構成モデル 凡例

システム
アプリ

DBテーブル
名称を記載

IoTデバイス
名称を記載

※右肩に使用する
通信技術を記載

※説明の補足のために、
ビジネスモデルの凡例使用可

業務フロー 凡例

処理

電子データ
画面参照、
ダウンロー
ドデータ

紙帳票
（ExcelなどMS
製品も含む）

システム
アプリ

DBテーブル
名称を記載

データ・処理の流れ

※ステイクホルダー凡例は、ビジネスモデル・システムモデル共通

業務フロー概要（時期 / 期間）
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「Team」システム
IoT血圧計提供

「Team」利用料金/
IoT血圧計料金

民間事業者
（アルム）

「医療連携システムの開発・運用」

民間事業者
（Team利用介護/看護施設）

「医療連携ソリューション
「Team」の利用」

事業主体

ビジネスモデル

サービス利用料

介護/看護サービス提供
Sonicare/IoT血圧計 販売代理

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

民間事業者
（フィリップス）

「IoT電動歯ブラシ・アプリの提供」

MySOS－Team連携
による利用者・患者の
IoTアクティビティデー
タ共有

民間事業者
（医療施設）

「患者IoTアクティビティモニタリング」

サービス利用者
（介護/看護サービス利用者）

「介護/看護サービス、
及び歯ブラシ/IoT血圧計利用」

診察・
Teamにてモニタリング

「Team」システム

「Team」利用料金

IoT歯ブラシ
（Sonicare）提供

IoT歯ブラシ
Sonicare料金

（代理店向け価格）
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システム構成モデル

データ
編集・加工

データ
収集

データ
利活用

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

民間事業者
（フィリップス）

「IoT電動歯ブラシ・アプリの提供」

サービス利用者
（介護/看護サービス利用者）

「介護/看護サービス、
及び歯ブラシ/IoT血圧計利用」

M
yS

O
S

－T
e
a
m

連
携
に
よ
る
利

用
者
・
患
者
のIo

T

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

デ
ー
タ
共
有

「Team」システム提供
IoT血圧計提供

IoT歯ブラシSonicareデータベース

IoT歯ブラシ
Sonicare

MySOS PHRデータベース Teamプラットフォームサーバー

IoT血圧計

民間事業者
（アルム）

「医療連携システムの開発・運用」

民間事業者
（Team利用介護/看護施設）

「医療連携ソリューション
「Team」の利用」

民間事業者
（医療施設）

「患者IoTアクティビティモニタリング」

歯ブラシ
アクティビティデータ

計測データ

Bluetooth

事業主体

「Team」利用料金/
IoT血圧計料金

IoT歯ブラシ
（Sonicare）提供

IoT歯ブラシ
Sonicare料金

（代理店向け価格）

介
護/

看
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

S
o
n
ic

a
re

/
Io

T

血
圧
計

販
売
代
理

サ
ー
ビ
ス
利
用
料

診察・
Teamにてモニタリング

データ連携 データ連携

MySOS
アプリ

Sonicare
アプリ

Bluetooth

Teamシステム
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運用上の
ポイント

IoT機器・アプリの利用（常時）

1. 脳卒中は重症度も様々であり、デバイスやアプリへの適合性を確認する必要がある。介護で介助者が行う場合にはこの限りではない。
2. 事前に定義した異常値アラートが発生した際の対処方針について、患者の状態に応じ個別に検討を行っておく必要がある。

アルム
（MySOS

Team提供）

介護・
看護事業社

医師
（Team利用）

フィリップス
（Sonicare

提供）

業務フローモデル

モニタリング（異常検知時はアラート・データ共有は常時）データベースの連携（歯ブラシは週一、血圧計は計測時に連携）

Team
電子データ
画面参照

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

IoT・アプリ
ユーザー

（IoT機器、
MySOS等
アプリ利用）

MySOS
アプリ

Sonicare
アプリ

IoT歯ブラシ
Sonicareデータ

ベース

MySOS PHRデー
タベース

Teamプラット
フォームサーバー

異常値アラート

歯ブラシ
アクティビティデータ

計測データ

データ連携

M
yS

O
S

－T
e
a
m

連
携
に
よ
る
利

用
者
・
患
者
のIo

T

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

デ
ー
タ
共
有

データ連携

Teaｍ
システム

ユーザーが使用するIoTから収集したデータをアプリを介し個人向けのMySOS DBに保存。その後医療介護用の
プラットフォームであるTeamと連携し、医療介護関係者の個人データモニタリングを可能にする。
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 ルール等①（貸し出し端末のセキュリティ）

 ルール概要：本事業では、スマートフォン自体とペアリングしたIoT歯ブラシ、IoT血圧計をセットにして患者に貸し出しを行った。買い上げと
ならないIoT製品及びスマートフォンを接続して使用する場合、使用状況の確認と端末の不正利用の防止について対策が必要となる。特
に後者については悪意ある利用者がいた場合に事業リスクとなることから、モバイルデバイスマネジメント（MDM）製品を導入し、安全性を
確保した上で事業を行うことが望ましい。

実証事業に基づき検討されたルール（案）等

 ルール等②（ヘルスケアIoTのアウトプット）

 ルール概要：これまでの脳卒中を含む医療に対するアプローチとしては、診断・治療的側面が強調されてきたが、これは逆に普段の生活
習慣の見える化がされてこなかったために適切な生活改善のアプローチが行われてこなかった裏返しでもあると考える。本事業において
も普段の生活に近い歯磨きと日々の家庭血圧の測定を見える化したことで、医療的側面の強い歯周病や高血圧等とのつながりが顕在化
した。本事業の成果については、得られた医学的なエビデンスデータとし、それらの解析から関連学会や行政に対しての提言に繋
げる。提言に向けては、日本脳卒中学会の理事や歯科口腔外科の専門医を招集しての会議体を構築し解析と評価を行い、日本脳
卒中学会での論文発表、脳卒中治療ガイドラインの改訂に向けた報告書・提言書にまとめる予定としている。

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

ルール案

ルール案
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 基本情報

参考

 基本情報

国内の脳血管疾患（脳卒中）に関する問題
 厚生労働省「平成27年 人口動態統計（確定数）の概況」による

と、死因別死亡総数のうち、脳血管疾患（脳卒中）11万1,973人
で全体の8.7パーセントを占め、全死因の上位4番目に位置す
る。

 なお、内訳は、「脳梗塞」が6万4,523人、「脳内出血」が3万
2,113人、「くも膜下出血」が1万2,476人、「その他の脳血管疾
患」が2,861人。

 また、脳血管疾患（脳卒中は）は寝たきりの原因の1位も占めて

おり、健康寿命の延伸という点からも予防が大きな課題となっ
ている。

脳血管疾患（脳卒中）に対する取組状況（現状）
 脳卒中の予防に関しては、様々な団体が取り組んでおり、例

えば、行政・保険者・医療提供者により一体的な脳卒中の予
防を推進するTASK-AFは、かかりつけ医・薬剤師・専門医・行
政を巻き込んだ脳卒中の予防体制を提言している。

現状の課題
 脳卒中疾患の原因となる疾患（不整脈、高血圧、歯周病等）へ

の対策が行き届いていない。
 脳卒中専門医不足や24時間対応する専門病院が不足してい

る等、予防や治療に関する体制の整備が不十分である。

死因別死亡者数と割合（平成27年人口動態統計より）

出所）保険相談サロンFLP

出所）心房細動による脳卒中を予防するプロジェクト（TASK-AF）ウェブサイト

TASK-AFの提言する脳卒中の予防に適切な体制・診断／治療の流れ

東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業
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システム解説

OMRON connect（オムロン コネクト）
（オムロン社：ヘルスケアアプリ）

Team（チーム）
（アルム社：地域包括ケアシステム推進ソリューション）

MySOS（マイ エスオーエス）
（アルム社：PHRアプリ）

Sonicare（ソニッケアー）
（フィリップス社：IoT歯ブラシ用アプリ）

主な機能：
・リアルタイムフィードバック（どこを磨い

ているか、力が強すぎないか等）
・ブラッシング結果（磨き残し等の表示）
・プログレスレポート（歯磨き記録）
・フォーカスエリアの設定
・目標設定

主な機能：
・本アプリに対応している血圧計、体重

計、活動量計が連携可能
・今回は血圧計のみを使用
・血圧（最高血圧・最低血圧）、
脈波等の情報を取得

主な機能：
・一次救命処置ガイド
・成人、小児救急ガイド
・応急手当ガイド ・マイカルテ ・緊急連絡先
・救援依頼、AED、医療施設検索
・クリニック健診データ連携機能
（健康診断結果）

・マイ保険

無料アプリ 無料アプリ

無料アプリ

主な機能：
・患者（利用者）情報・経過状況等を
適時参照可能

・写真によるリアルな情報共有
・複数者間、多職種間においても
一貫性のあるサービス提供が可能

・蓄積された経過情報により
容態変化を確認。それにより
緊急対応時体制をサポート

・他業種との連携も自動化

一般用

一般用

一般用

医療/介護
従事者用
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用語解説

参考 東京慈恵会医科大学
ウェアラブル血圧測定器と口腔ケアIoTによる脳卒中AI予防対策サービス事業

用語 解説

菌血症

菌血症とは本来無菌であるはずの血液中に細菌が侵入した状態。細菌感染の原因としては、日常的な行為（激しい歯磨き
など）、歯科的または医学的処置、あるいは感染症（肺炎や尿路感染症）などが考えられる。日常的な行為が原因の場合に
は、細菌が少量しか存在せず、免疫系の働きによって血液中から速やかに排除されるため、菌血症が感染症を引き起こすこ
とはないが、免疫系の機能が低下すると、細菌が長期にわたって存在、数も多くなり、菌血症が引き金となって、ほかの感染
症や敗血症と呼ばれる全身性の重篤な反応が起こる可能性がある。

サイトカイン

細胞から分泌される小さいタンパク質であり、細胞間の相互作用に関与する。特に、免疫・炎症反応などの生体防御機構に
重要であり、標的細胞にシグナルを伝達し、細胞の増殖、分化、細胞死、機能発現など多様な細胞応答を引き起こす。代表
的なサイトカインには、ケモカイン、インターフェロン、インターロイキン、リンホカイン、および腫瘍壊死因子などがある。感染
への宿主応答、免疫応答、炎症、外傷、敗血症、がん、生殖など、健康・病気いずれの状態においても重要な役割を担う。

自己免疫（反応）

免疫システムは体内で病原菌や異常な細胞（がん細胞など）を認識し、それらを攻撃（殺滅）することによって、私たちの体を
病気から保護してくれる強力な防衛機構である。自己免疫は、何らかの原因によって免疫システムに異常が起きることで、病
原菌など外来の異物を攻撃するだけでなく、自分の体の重要な構成成分に対して攻撃をしてしまう反応である。自己免疫反
応の結果、全身性エリテマトーデス、慢性関節リウマチ、自己免疫性溶血性貧血、慢性甲状腺炎（橋本病）、重症筋無力症、
多発性硬化症などの自己免疫疾患が発症する。

アテローム性
動脈硬化症

アテローム動脈硬化症は、体全体に酸素を豊富に含む血液を運ぶ血管である動脈の内膜にコレステロールなどの脂肪か
らなるドロドロした粥状物質を蓄積することにより、アテローム（粥状硬化巣）が形成され、次第に動脈の壁が厚くなり血管が
狭くなったり、硬くなったりして本来の構造が壊れ、働きが悪くなった状態である。大動脈や脳動脈、冠動脈などの比較的太い
動脈に起こる動脈硬化のひとつ。


